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言語バリアフリーの観光ポータルサイトの開発 
－非言語情報を用いて観光スポットを推薦することにより国内外からの観光客の支援に貢献－ 
 

 

◆概要 

言語による情報伝達には限界があるという立場に立った上で，言語に依存し

ない手段のみを利用した観光ポータルサイトを開発しました．開発したポータ

ルサイトの特性は，言語バリアフリー化，国内外からの観光客を対象可能，観

光客の効果的な支援の 3点です． 
 

◆主文 

１．研究開発の内容 

外国人観光客の増加が予想されていますが，彼らの言語格差が課題になって

います．この課題を解消するためには観光ポータルサイトの多言語化が一般的

ですが，多言語化によって必要十分な数の言語を網羅することは難しく，真の

意味で言語格差を解消するには至りません．このことを考慮し，言語による情

報伝達には限界があるという立場に立った上で，言語に依存しない手段のみを

利用した観光ポータルサイトを開発しました． 

 

２．言語バリアフリー化 

 本ポータルサイトでは，ピクトグラム，アラビア数字，空間イメージ，地理

情報システム（GIS）を利用して，言語バリアフリー化を行いました．図 1に言

語バリアフリー化した観光ポータルサイト，図 2 には同じく観光スポットの検

索インターフェイスを示しています． 

観光ポータルサイト（図 1）では，ピクトグラムは JIS 規格で定められたも

のとし，観光スポットの種類や移動手段を示すために使用します．移動時間や

料金などの表記は，世界共通のアラビア数字のみを使用します．空間イメージ

は，観光スポットを容易に想像できるものとします．これらを GIS 上に重ねて

表示することで，言語バリアフリー化を実現しました． 

観光スポットの検索インターフェイス（図 2）は，観光スポットの種類や移動

手段はピクトグラムから選択するボタン， 移動時間や料金はアラビア数字から

選択するドロップダウンリストで構成されています． 
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３．類似スポットの推薦 

 本ポータルサイトでは類似スポットの推薦機能を実現します．図 3 に推薦の

様子を示しています．この図中の下部の 4 箇所のスポットが推薦された類似ス

ポットであり，もし利用者の検索意図が十分に反映されなかった場合でも，類

似スポットから辿ることで必要な情報を得ることができます．また，推薦され

る類似スポットも，図 2の検索インターフェイスから絞り込むことができます． 

 

 

 
図 1 言語バリアフリー化した観光 

ポータルサイト 

 
図 2 言語バリアフリー化した観光 

スポットの検索インターフェイス 
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図 3 類似スポットの推薦 
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図 4 に推薦の仕組みを示しています．まず，観光スポット間の類似度を前も

って値付けしておきます．データ構造は，観光スポットをノード，スポット間

の類似度をリンクとするネットワークです．ユーザがある 1 箇所の観光スポッ

トを選択すると，そのスポットと直接関連があるスポット，すなわち選択した

スポットと直接リンクされているスポットを全て表示します．ユーザが絞込み

を実行したときは，リンクされているスポットの中から条件に合うスポットの

みを表示します． 

 

 

 
図 4 観光スポットの類似度 
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登録された観光スポット数が少なければ，類似度の値付けは人手で行うこと

ができます．しかしながら，登録された観光スポット数が多くなれば，保守性

が低くなるため，図 5 に示すようにパターンマッチングを応用することで解決

できます． 

 

 

 
図 5 類似度算出システムの構成 

 

 

４．本ポータルサイトの有用性 

 本研究で開発した観光ポータルサイトでは，以下の 3点が可能になりました． 

・言語バリアフリー化：全てのユーザインタフェースで非言語情報を用いてい

るため，日本語・英語などがわからなくても，日本国内の観光スポットの情

報収集が可能． 

・国内外からの観光客を対象：土地勘がない日本人観光客，外国人観光客であ

っても，観光スポットの検索や経路案内が容易に可能． 

・観光客の効果的な支援：観光前には訪問したい地域の観光スポットを検索し，

観光計画を立案すること，観光中には現在地近くの観光スポットを検索し，

経路案内を行うことが可能． 
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